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県
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青
井
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十
月
二
日
～
十
一
日
／
八
日
…
菊
祓
・献
幣
式
・球
磨
神
楽
目
刃
旧
Ｈ
神
幸
式

一良

本
殿
・廊
・幣
殿
・拝
殿
・楼
門

（附
棟
札

一
枚
・江
戸
期
の
〓
肥
五
枚
）

情
月
Ｆ
廟
劇
相
□

平
姜
眠
＝
初
期
α
メ
Ｆ
Л
毎

月́

年
に
千
二
百
年
の
歴
史
的
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
一」
の
田

間
は
、
相
良
氏
の

一
元
的
な
支
配
と
保
護
を
受
け
荘
厳
た

現
在
境
内
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
北
側
か
ら
南
側
に

一
直

の
社
殿
は
、
相
良
二
十
代
長
毎
と
重
臣
・相
良
清
兵
衛
の

に
か
け
造
営
さ
れ
た
も
の
で
、
平
成
二
十
年
六
月
九
日
”
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ろうもん
IJtt「1
高
さ
十
二
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
禅
宗
様
式
と
桃
山

様
式
が
華
麗
に
調
和
し
た
建
造
物
で
す
。
上
層
軒
先

の
四
隅
に
は
め
込
ま
れ
た
陰
陽

一
対
の
鬼
面
は
人
吉

様
式
と
よ
ば
れ
、全
国
に
類
例
が
な
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。欄
間
の
彫
刻
は
、
一
一十
四
孝
物
語
を
は
じ
め
大

陸
の
影
響
を
う
け
た
も
の
が
施
堪
一れ
い
天
丼
に
は
経

建
造
物
の
内
部
が
拝
殿
・神
楽

殿
・神
供
所
の
三
部
屋
に
仕
切
ら

れ
て
い
る
の
が
最
大
の
特
徴
で
す
。

神
楽
殿
に
は
天
体
に
た
と
え
た

ヤ
ツ
ジ
メ
と
よ
ば
れ
る
こ
の
地
方

独
特
な
舞
台
装
飾
が
施
さ
れ
、
十

月
八
日
の
夕
刻
に
は
国
の
無
形
民

俗
文
化
財
に
選
択
さ
れ
て
い
る
球

磨
神
楽
が
演
じ
ら
れ
ま
す
。

本
殿
か
ら
向
か
っ
て
縦
長
に

配
置
さ
れ
、
内
部
は
四
季
折
々

の
花
鳥
風
月
、
外
部
は
動
植
物

の
華
麗
な
彫
刻
や
餅
金
具
の
装

飾
で
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。

柱
を
超
え
て
つ
な
が
る
画
題

の
彫
刻
や
露
を
表
現
し
た
餅
金

具
の
手
法
は
、
当
時
の
最
先
端

技
法
を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

御
扉
は
神
仏
習
合
の
思
想
を
偲
ば
せ

る
真
言
密
教
の
法
具
で
あ
る
「輪
宝
」
の

金
具
、
そ
の
背
面
に
は
金
箔
地
に
社
紋
の

「並
び
鷹
の
羽
」が
描
か
れ
、御
扉
両
脇
の

亀
甲
文
様
を
し
た
蔀
戸
は
、各
部
ご
と
に

花
弁
が
描
か
れ
て
い
た
痕
跡
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
両
側
面
の
妻
の
部
分
に
は
昇
龍

や
降
龍
、瑞
雲
や
藤
の
彫
刻
が

一
面
に
施

さ
れ
豪
華
な
造
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

側
面
、背
面
全
体
に
み
ら
れ
る
×
型
の

桟
、緑
や
赤
で
塗
ら
れ
た
格
狭
間
と
よ
ば

れ
る
文
様
の
位
置
に
人
吉
球
磨
の
社
寺

建
造
物
の
特
徴
が
う
か
が
え
ま
す
。

はいでん拝殿
ろ う廊

本殿ほんでん

左
右
両
柱
に
は
「あ
・

う
ん
」
の
形
相
を
し
た

一

対
の
龍
の
彫
刻
が
あ
り
、

向
っ
て
右
が
剣
を
、
左
が

梵
鐘
を
巻
き
込
ん
で
い

ま
す
が
、
ア」
の
よ
う
な
形

式
は
南
九
州
の
近
世
社

寺
建
造
物
に
影
響
を
与

え
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

へいでん幣殿
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*内部見学をご希望の方は社務所までお申し出ください。

⑭青井阿蘇神社
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九
日
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技
法
は
人
吉
球
磨
地
方
の
近
世
社
寺
建
造
物
の
手
本
と
な
っ
て

い
き
ま
し
た
「

人
吉
球
磨
地
方
最
大
の

神
馬
、
獅
子
面
や

色
に
簾
し
上
げ
ま
す
。


